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は じ め に

う ど ん こ 病菌 と は 子 の う 菌 門 (Ascomyco ta) ， ウ ド

ン コ カ ビ目 ( Erysip hales) に 属す る 菌 類の 総称で， 1 

科 13 属 約650 種 (新分 類体 系に よ る ) よ り な る 。 う ど

ん こ 病菌 は す べ て 植物 の 生細胞 に 寄生 す る 絶対寄生菌

で， 現在ま で 人 工培養に は 成 功し て い な い。 |立界で

9 ， 838 種の 被子植物 に 発生 が 報 告 さ れ て お り ， 被!子植

物， シダ 類に 発 生 し た と い う 報 告 は な い (AM八 N O，

1 986) 0 9，838 種の宿 主の う ち， 9 ， 1 76 種 は 双子葉 植物で

あ り ， 単子葉植物 は わず か に 66 2種 であ る 。 66 2磁の単

子葉植物の う ち， 634 種 は イ ネ 科植物で あ り ， イ ネ 科 以

外の単子葉植物の宿 主は わず‘か 28 種 で あ る 。 す な わ ち，

う ど ん こ 病菌 は 主に 被子植物の 双子 菜類に寄生 す る 菌で

あ り ， 単子葉植物で は イ ネ 科 の み に特異的 に 寄生す る 菌

であ る と い う こ と がで き る 。

う ど ん こ 病菌の 主要 な特徴を列記す る と 以下の よ う に

な る 。

絶対寄生性 :上記の よ う に う ど ん こ 病菌 は生 き た 植物

の み に 寄生 し ， 人 工培養す る こ と がで き な い。 こ の よ う

な絶対寄生性 は う ど ん こ 病菌 の み の 特徴 と い う わけ で は

な し さ び病菌， べ と 病菌 な ど い くつ かの 1漬物寄生菌に

も 見 ら れ る 。 し か し， こ の こ と は う ど ん こ 病菌の 活動が

厳密に生植物体上の み に 限 ら れ る こ と を示 し て お り ， 本

菌の進化 と 植物 と の 関 わり を考 える う えに お い て 見 逃す

こ と の で き な い特徴であ る 。

表 皮 寄 生 性 :う ど ん こ 病 菌 の う ちLe ve ülμla，

P hyllactinia， Pleoc hae la の 3 属 を 除 く す べ て の 属 で は ，

吸器の み を植物の表皮細胞 に 挿入し ， 残り の す べ て の菌

体は植物の表 面に 露出す る 表皮寄 生性を示す。 こ れ は本

菌 と す す病菌 の み に 見 ら れ る 珍し い 寄生形態 で あ る 。

Le veillula， Ph yllactini a， Pleoc hae la の 3 属 は 植物 の 気

孔か ら 菌 糸 を 挿入し， 葉 肉細胞に l汲擦を形成す る 内部寄
生性で あ る 。 し か し， P Iηllactini a と Pleochaela の 2属

の菌糸体の大部分 は や は り 植物体 の 表 面に 露 出 し て お
り ， 半内部寄生性 と 呼ばれ る 。 し た が って ， 真正の 内部

寄生性 を 示す の は Le veillula の み で あ る 。 う ど ん こ 病理i
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内 で表 皮寄生性 と 内部寄生性 の ど ちら が 祖先的形質で あ

る の か に つ い て は ， こ れ ま で異 な った 意見が あ り 系統上

の論争点 と な って き た。

耐 乾燥性 : う ど ん こ 病菌 以 外 の す べ て の植物寄生菌は

胞子発 芽， 感染 に 水滴の存在を 必要 と す る が， う ど ん こ
病菌 は 湿度 70%程度 の 乾燥条件下で も 旺盛 に 胞子発芽，

感染 を 行 う こ と が で き る 。 本菌がな ぜこ の よ う な耐 乾燥

性 を 有す る に 至った の か は ， 本菌の進化 を 考 える う えに

お い て 興味深い。

他の多くの菌 類と 同様， う ど ん こ 病菌 の 分 類体 系は近

年の分子 系統学 の研究成果 に 基づい て 大幅に改変 さ れた

ばか り であ る 。 こ の た め， 新 し い 分 類体 系の 概要 は， う

ど ん こ 病菌の分 類を 専門に す る 研究者の 問で も ま だ完全

に理 解さ れて い る と は 言い 難い 。 一 方 で 欧米の研究者

を 中心 に し て 積極的 に新分 類体 系を 取り 入れ る 動 き が大

勢を 占め つ つ あ り ， 現在， 国際誌に 掲載 さ れ る 論文は新

分 類体 系に 基づい て 記載 さ れ て い る 。 新分 類体 系が従来

の体 系と 比較 し て ど の よ う に 変 わった の か に つ い て こ こ

で 概説す る 。

I 従来の分類体系

1 従来の分類体系 と その問題点

従来の分 類体 系は B I(AU N ( 1987) の モ ノ グ ラフ がベ ー

ス に な って お り ， 我 が 国 の 大 谷 ( 1 988) ， 野村 ( 1997)

の モ ノ グ ラフ も ほ ぽ BI(^UN の 分 類、体 系に 準 拠し て い る 。

(1 ) 完全世代の 分類体 系

B I<，\UN ( 1 987) に よ れ ば， ウ ド ン コ カ ビ科 は 表皮 寄 生

性の エ リ シフ ェ更科 (Subfami l y Erysip ho ideae) と 内

部 寄 生 性 の フ イラ ク チ ニ ア車科 ( Su bfa m i l y  

Phylla cti nioideae) の 2亜 科 に 分 類さ れ る 。 後 者 の フ

イラク チニア亜科 は 閉子 の う 殻の 付 属 糸 の 形態 に よ り

Le vei 1l1l1a， Ph yl lactinia お よ び P leochaela の 3 属 に 分 け

ら れ る 。

エ リ シフ ェ亜科 は 閉子 の う 殻 内に 複数の 子の う を 含 む
エ リ シフ ェ連 (Tribe Erysip heae)と 子の う を 1 個 だ け

含 むシス ト テ ー カ 連 (Tribe Cystothe cea巴) の 二 つ の連

に分 け ら れ る 。 シ ス ト テ ー カ 連 は 閉子 の う殻の付属糸 の

形態 に よ り Cystotheca， Podo sþhae ra お よ び 品hae TOtlz・

eca の 3 属に 分 け ら れ る 。

エ リ シフ ェ連 は 主 に l?dj子 の う 殻の付 属糸の形態に よ り
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五つ の亜連， す な わち付属糸が菌糸 状の エ リ シフ ェ亜連

(Subtr ibe Erys ip hina巴) ， 付 属糸 の 先端 部が二 叉分岐す

る ミク ロ ス フ ァエ ラ亜連 (Subtr ibe Mi cr osp h aerinae) ， 

付 属 糸 先 端 部 が 渦 巻 き 状に 巻くウ ン シヌラ盟連

(S ub tr ibe Uncinul in ae) ， 付属糸が二 又に 分11皮し先端 f:ill

が 渦 巻 き 状 に 巻 くサ ワ ダ エ ア 亜 連 ( Sub tr ibe

S awad ae in ae) ， こ ん 俸状の 付属 糸 を 有す る テ ィ フ ロ ケ
ー タ亜 連 (Sub tribe Typ hul ochae tinae) に 分 け ら れ

る 。 各 !!H連 は さ ら に 1 �4 属 に 分 け ら れ る 。 計1 8 属が記

載 さ れて い る 。

[従来の分類体系に お け る 属の検索表]

l内部 (半内部) 寄生性であ る ( フ イラク チ ニア亜科)

1 1 付属糸 は菌糸 状 . . . . . . . . . . . . ー ーーー Leveillulα

1 2付属糸 は 針 状 …一 …一 一… ・Phyllαctiniα
1 3 付 属糸 の先端が 渦巻き 状に 巻く ・・・… … Pleochαet，α

2表皮寄生性で あ る ( エ リ シフ ェ亜科)

21 閉子の う 殻内 の 子の う は 1 個 (シス ト テ ー カ 連)

21 1 褐色の 剛毛を 生 じ る … …・ … Cystothecα 
212 付属 糸 は 菌糸状 ・… … ・・… ・回目・… … "Sphαerotheca

213 付属糸 の先端が二叉分校す る ・ Podosphαerα 

22閉子の う 殻内の子の う は 複数 ( エ リ シフ ェ連)
221 付 属 糸 は 菌糸 状 ( エ リ シフ ェ!!H連)

221 1 分生子柄基部 は 膨ら ま な い， 双子 葉植物に寄生ー .Erysiphe 

221 2分生子柄基部が 膨ら む， イ ネ 科 に寄生

"'Blumeriα 

22 日 長 短2 形の 付属 糸 を有す る ・…•Setoerysiphe 

221 4 閉子の う 殻の殻壁 は 一 層 … … Brasiliomyces 

222付属糸 は 規則的 に 二文分岐す る ( ミク ロ ス フ ェラ

車連)

2221 分生子 は単生 (Pseud oidiul11 型)

Microsphαerα 

2222 分生子 は 鎖生 ( Euoidiul11 型) ， ク コ に 寄生

" Arthroclαdiellα 

2223 長 短2 形の 付属糸 を 有す る ・.Medusosphαerα 

223 付属糸 は 分岐 せず先端が 渦巻き 状に 巻く ( ウ ンシ

ヌラ班連)

2231 付属糸 は l形 の み ・・・・・・・・… ・・・・・・ー・… • Uncinulα 

223 2長 短2形 の 付属 糸 を 有し ， 長い 付属糸の基音11が

膨ら む ..... . . . ーー • • • • • • 一 ーー・・ ・・・・ ・ーー . . Bulbouncinulα 

2233 長 短2形の 付属 糸 を 有し， 長 い 付 属糸 の基音Ilは

l膨 ら ま な い .........…ー ーー ー ・ ーー ・・・...Uncinuliella 

224 付属糸 は 1:1:1央付近で分11皮し ， 先端が 渦巻き 状に 巻

く ( サ ワダエ ア亜連)

2241 ・ ・・ ・.. .. ー ーーーーーーーーーーーーーー 'Sαwαdαea 

225閉子 の う 殻 頭部に こ ん 棒形の細胞 を 有す る ( テ ィ
ブロケー タ亜連)
22 51 .......................................... Typhulochαetα 

(2 ) 不完全世代の分 類体 系

エ リ シ フ ェ亜 科に 属 す る 菌 の 不 完 全 世代は す べ て
Oi cli μ112属 に 所 属 す る 。 01:d Í1l111属 は， 1 卜!に 複数 の 分

生子 を形成 す る Euo id ium 型 と ， 1 日 に 分生子 を l個 だ

け 形 成 す る Pseudoi d iul11 型 に 大 き く分 か れ る 。

Euo idiu l11型 は さ ら に， フ ィ プ ロ ーシン体の 有無， 分生

子柄基tmlの形態等 に よ り い くつ かの タイ プに 分か れ る 。

フ イラク チ ニ ア 亜 科 に 属 す る 菌の不完全世代 は， 完全

世代の 属と 一対 ーの 対 応 関 係に あ る 。 す な わち，

P hyll acti nia 属の不完全世代 は Ovularioþs l:S， Le veillula 

属 は Oi cli oþsis， Ple oc・hae 臼属 は Stre jJt o戸ocliu mと な る 。

( 3  ) 従来の分 類体 系の 問題点

う ど ん こ 病菌 の 分 類体 系は従来， 完全世代 の 形 態 の み

に 基 づい て 構 築さ れ， 不完全世代 の 形態 は ほ と ん ど無視

さ れて き た。 た と えば， 上記の よ う に Oi clium 属 の分生

子柄 は Euo id iu l11 型 と Pseudo id ium 型 に 大 き く分 か れ

る が， 従来の分 類体 系で は 一つ の亜連の 中 に Euoid iul11

型 と Pseu c1oid iu l11 型が 混在す る 。 ま た ， E1')!siþhe }，震で

は 一つ の 属の 中に こ れ ら 2型が 混在す る 。 し た が っ て ，

完全世代 を基準 と し た 分 類体 系は ， 不完全位代の形態 と

は 一致 し な い。 こ の問題点 は こ れ ま で 何人 も の分 類学者

に よ っ て 指摘 さ れ， 不完全世代 の 形態 を分 類に 取り 入れ

よ う と す る 動 き が高 ま っ て き て い た 。

E1y Sψhe 属 は う ど ん こ 病菌 を 代 表 す る 本 菌 の 基準 属

で あ り ， 閉子の う 殻 1:1:1に 含 ま れ る 複数の子の う と 菌糸 状

の 付 属 糸 に よ り 特徴 づけ ら れ る 。 本属 は不完全世代 の形

態 に よ り 大 き く三つ の 節 に 分 類さ れ る 。 す な わち，

Pseudo id iul 11型 の 分生子柄 と こ ぶ し 状の 付着 器 を 持 つ

Er )ls ψhe 節， Eu oidium 型 の分生子柄 と 乳頭状の 付 着器

を持つ Colo vino1n Yces 節， そ し て ， Euo ic1i UI11型 の 分 生

子柄 と こ ぶ し 状の 付 着器 を 持 つ Caleo þsi clis 節 で あ る 。

Microsþhaera 屈は 閉子 の う 殻中 の 複数 の 子 の う と 先端

部が 規則的 に 二叉分岐す る 付属 糸 に よ り 特徴 づけ ら れ る

属 で あ る 。 本属の不完全世代 は E rysi phe 属 E1 YSψhe 節
と 同様， Pseudoid iul11 型 の 分生 子柄 と こ ぶ し 状の 付着

擦を 持 ち， 不 完 全 世代 の 特 徴 で は E ，y Sψhe 属E1ysi phe

節 と Microsþ 加e m}高を 区別 す る こ と が で き な い。 す な

わち， 完 全 世 代 の 形 態 を 基 準 に す る と E rysψhe 属 と

Mic1 'Oゆheam 属 は そ れ ぞ れ 異 な る 属 と み な さ れ る が，

不完全世代 の 形 態 か ら は む し ろ ， E1 YSがhe }þj'J. E ，ys lþhe 

節 と Microsþhae1 'a 属 が一 つ の 分 類単 位 と な り ， E1ysi ・

一一一 2 一一一
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Erysiphe ErysipJze Ervsiphe 

A41CFrpsp
I 
itztem sccl. seCL SCCL 

EIヲ'siphe GolovillOl1l\'CeS Cαleo[Jsidis 

時場 委長 完全111代

付属糸二叉分岐 付属糸菌糸状

tL -

分生子単生 分生子ifl生 分生子íitl生
付着器拳状 付3皆様乳頭状 付着総拳状

図ー Microsþltaera腐とElysiþl!e J，民の完全l!t代と不完
全世代の形態

完全世代の形態ではMicros戸IlOem MとElysiþlle hJ!. 

は分かれるが， 不完全世代の形態ではJ\l1icrosþl/CIe ra 
属とE'ysiþl!e属Eη'siþl/e節が一つのグノレープとな
り， Golovi1701l/YceS節とGaleoj.品川lis節は別々の グ
Jレープとなる. 分子系統の結果は不完全世代による
グノレープ分けを支持した.

phe 属の Golo vin 01句Ices 節 と GaleojJs idis î!í'jは そ れ ぞ れ

別 の々分類単位 と な る (図一1 ) 。

リ ボYー ム DNA の 塩基配列 を 用 い た 系統 解析の 結果

は ， 明 ら か に 不完 全 世代 の形態を 基準と し た クソレ ープ分

け を 支持 し た ( MOLII e t  aL， 2000) 。 す な わち， Elys iþhe 

属 EηIS紗he 節 と Mic ro sphaera 属 は明 !僚な単 系統 i洋を 形

成 し ， EηIs iphe 属 の Golo vin 01ηiyce S節 と Gale ojJsi dis 節

は そ れ ぞ れ別 の々 系統群 に 属 す る こ と が明 ら か に な っ
た 。 さ ら に 興味深 い こ と に ， Ely S 似ze 属 Elysiþhe 節と

Mi C1'oゆhae ra 属 は 一 つ の 系統 群 の 中 に 混在し， 別 の々

グ ルー プ を形成 し な か っ た ( T AKA;lLATSU e t  aL， 1 999) 。

す な わ ち， Elysiþhe 属 Elysi jJhe 節 と Mic ro ゅhaera 属

は ， 付 属糸 の 形態か ら は 区別 さ れ る が 系統的に は 全く 区

別 す る こと がで き な い。

E 新しい分類体系

1 属レベルの改変

上記の分子 系統 解析 の結果 を 受 け て ， B Ri\U N (1 999) 

お よ び B Lü\U N and T AKt\'Lt\TSU ( 2000) は 次 の よ う に う ど

ん こ病菌 の分類体系の大規 模な 改変を 提H昌 し た (!玄ト 2)

ま ず ， Erys iphe 属 の 三つ の 節 を そ れ ぞ れ独立 し た 属と

し ， El'ys iphe jl]引を Eηs ψhe }高， G ol ovi ηom yces fo{r'jを

Gol ovin om yces 属 ， Galeo psi dis 節 を Ne oe l')'s 砂he 属と

し た。 次 に ， Unc inula 属 と Mic roゆhae m属 を 新 し い

Eηs ijJhe 属 に 統合 し ， EIア's !戸he 属 と し た 。 Unc in lû'α属

を Eη'siþhe 属 に 統 合し た の は ， El')'si ;うhe J震Eηsiþhe 節

Elysiþhe secL Golovino1J'/) C出 . Golovinoη'tyce5 
secL Galeoþsidis � Neoe'ysiþhe 
secL EI)'siþl!e一工・Elysiþl!e一一τ一一-. E，ysiþhe 

5eloel持ゆI!e-一一一一一一--' (ßKAU� 1995， 1999)1 (ßR叫� & l>\K，\MAlちじ2000)
MicroゆIwem一一一τ一歩 Microsþltaera
Medu却ψlwera-ー---' (BI/，�UN 1999) 
U"cilll，la • Unci'l1u!a 
Unciuuliel/a一一一一--' (BIIAU N 1995) 
Bulbou"cil1l1l，a 
Podosþl/CIera 1 � Podosþl，αera 
5þl/CIero!l/eιa ' (Bllt\UN & Tt\KA�Lt\TSU 2000) 

図-2 ここ数年間に行われたうどんこ病菌の凶の改訂

の cj二I に 系統 的 に Unc i11ula 属 に 入る 菌 が あ り ， Uη

c inu l，α属 ， MiC1匂ゆhae m属 お よ び Elys i戸he 属 品ッsψhe

節こ み で単 系統 fiof-と な る た め で あ る 。

sμzae rotheca 属 と PodosjJhae m属 の 聞 に も よ く 似 た

関係が認め ら れ る 。 両!高は と も に 関子 の う 殻中 に l個 の

子 の う を 含 む 点 で 共通し て い る が ， S jJhae rotheca 属 の

付属糸が菌糸 状で あ る の に 対 し て ， Po dos jJhae m属 の 付

属 糸 は 先端 部が規則的 に 二 文分岐す る 点 で 区別 さ れ る 。

SjJhae l'otheca 属 は Sþhae rolheca lY!1と Mag ηicellu latae 

釘Jの 二 つ の 節 に 分 け ら れ る 。 分子 系統解析の結果 は ， こ

の 二つ の 節 が Po do ゅhae ra 属 か ら 別 に々 生 じ ， そ れ ぞ

れ 呉な る 祖先 を 有す る こと を 示 し た (T AKMLATSU e t  aL， 

2000) 。 系統的 に は ぬhae rotheca 属 と P odo ゅhae ra 属が

一 緒に な って 明 瞭な 単 系統群 を 形成 す る た め ， Sþhaer・

olheca 属 を Po dosþhaera 属 に 統 合 し て P odoゅhae m属

と し た 。

2 高次分類群の改変

2亜科 を 廃止し ， 新 た に 五つ の 速を 設け た 。 各 速は

M OLIL e t  aL ( 2000) で 示さ れた 五つ の 系統群 に 相当 す る

(図-3) 。

[新しい分類体系に基づく属の検索表]

l 内部 (半内部) 寄生性であ る ( フ イラク チ ニア連)

1 1 付属糸 は菌糸 状 ……" Leveillulα 
1 2付属糸 は 針 状 … ・…・・・…・… "， .". Phyllαctiniα 
13 付 属糸 の先端が渦 巻き 状に 巻く ……… Pleochαetα

2表皮寄生性， 閉子の う 殻内 の 子の う は 複数， 分生子 は
単生 ( Pseu c1oic1ium 型) ( エ リ シフ ェ連)

21 付 属糸 は先端が二 又分 l岐 ， 渦巻き 状， ま た は菌糸 状

( エ リ シフ ェ亜連)
21 1 閉子の う 殻の殻壁 は 数 層 … -…" Erys伊he
212 閉子の う 殻の殻 壁は 一層 Brasiliomyces 
22 閉子 の う 殻 頭部に こん 様形 の細胞 を 有 す る ( テ ィ フ

ロケ ー タ亜連)
221 ・・ …" ・ . . . . . . . . . . . . . . . . . ， . . . . . . . . . . . . . . Typhulochαeta 

3表 皮 寄 生 性， 子 の う は 複 数 ， 分 生 子 は 鎖生
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図 3 リボソームDNAの塩基配列に基づいて作成された最大節約系統樹とうどんこ病的の新しい分類体系(]VloRI et al . ，  2000) 

{u'l<;/和的吋()I't�同sイ
(ElIOidilllTI型) (ゴロ ビノ ミ セ ス 連 3 不元全世代の分類の改変

31 付属糸 は 菌 糸状， 子 の う 胞子数通常2 �3個， 付着 COOIくet al. (1997) は 不完全世代 の SEM観察 に 基 づ

器 は単純 (ゴロ ビノ ミ セ ス 更連)

311 --ー ーーー ーーーー ・・一. --------. ---------Golovinomyces 

32 付属糸 は 菌糸状， 子 の う 胞子数 2 �6 個， 付着探は

拳状 (ネ オ エ リ シ フェ亜連)

32 1 ・ ・・ ・ーー ーーーー . ---. ---------------------Neoerysiphe 

33付 属 糸 は 二 叉分岐す る (ア ー ス ロ ク ラ ディエ ラ 亜

連)

331 . . . .. .  --.. . .. .. .. ---. . .  -----. -. --. ---... --Arthrócladiellα 
4 表皮 寄生性， 分 生 子 鎖生 (ElIoidi llJ11 型) ， 分 生 子柄

基部j膨潤， イ ネ 科 に寄生 (ブルメ リ ア連)
4 1  - - - . - - - - ー ーーー・ e・e・ ・ ーーーーー ーーーー・ ーー.Blumeriα 

5 表皮 寄生性， 分 生 子 鎖生 (ElIOi cli lll11 型) ， 明 瞭な フ

ィプ ロ ー シ ン体 を 持つ (シ ス ト テー カ連)

5 1 閉子の う 殻 内の子の う は 複数 (サワダエ ア 班連)

5 1 1 ・ ・・・・・ ・・・・ ・--. ・…・・ー ・ ーー一----sαwαdαeα

52 閉子の う 殻 内の子の う は I個 (シ ス ト テー カ亜連)

52 1 褐色の剛毛を 生 じる ・ーー ー-.--.. . .  -. -Cystothecα 

522 付属糸 は先端が 二叉分岐 ま た は菌糸状
-. --Podosphαerα 

い て ， Oidium 属の 下に以 下の 八つ の 亜属 を 置 く こ と を

提H畠し た 。 こ れ ら の不完全世代 の 頂属は そ れ ぞれ完全世

代 の 属 に 一対ー の 関係で対応 し て い る。 こ の こ と に よ

り， 完全世代 が 見つ から な く て も ， 分生子 位代 の形態 か

ら 完全世代 属 を推定す るこ と が可能 に な っ た。 こ の こ と

は今回の分類改変の大 き な メ リ ッ ト と 言えよ う 。

[不完全世代属 および亜属の検索表]

l 菌糸体は表皮寄生性で， 表皮 から ク チ ク ラ侵入し ， 表

皮細胞 に 吸器 を形成す る。 分生子柄 は表生菌糸 から 生 じ

る。 分生子 は l細胞で， 長楕円形 ま た は 卵形， 単生 ま た

は 鎖生 ーーーー ーーーーーーーー ー ーーー・・・・ 一--.-. .-.-.. .-- Oidium 

1 1 分生子 は単生で， フィブ ロ ーシ ン体 を 持た な い。 付
着器は拳状…・・・…………一'slIbgenlls Pseudoidium 

(完全世代属 : Erysiphe) 

1 2 分生子 は 鎖生で， フィブ ロ ーシ ン 休を 持た な い。 付

着器は 乳頭状 ま た は不明 l際
-・..'slIbgenus Reticuloidium 

(完全世代属 Golovinomyces)

1 3分生子 は 鎖生， フィプ ロ ーシ ン体 を 持た な い。 分生

一一- 4 一一一
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子柄先端部 と 基部 の幅差 は 小 さ い。 付着器 は 乳頭状
…………. 'subgenus Graciloidium 

(完全世代属: Arthroclαdiella) 

14 分生子 は鎖生で， フ ィ プ ロ ー シ ン体 を持た な い。 付

着器 は拳 状 …….....・H・....…'subgenus 8triαtoidium 

(完全世代属: Neoerysiphe) 

15 分生子 は鎖生で， フ ィ ブ ロ ー シ ン体 を持た な い 。 分

生子柄基部 は膨潤す る 。 付着器 は乳頭状
………………'subgenus Oidium 

(完全世代属: Blumeriα) 

16 分生子 は 鎖 生 で， 明 瞭 な フ ィ ブ ロ ー シ ン 体 を 有 す

る 。 ma c ro c onidia とmi c ro c onidia の 2 種類 の 分 生 子

を形成す る …. .. .・H・. . . .. ・H・..'subgenus Octαgoidium 

(完全世代属:8αwαdαeα)

17 分生子 は 鎖生 で， 明 瞭 な フ ィ ブ ロ ー シ ン 体 を 有 す

る 。 mi c ro c onidia を持 た な い . .'subgenus Fibroidium 

(完全世代属: Podosphaera) 

18 分生子 は 鎖生 で， 明 瞭 な フ ィ プ ロ ー シ ン 体 を 有 す

る ， 褐色 の剛毛 を形成 す る ……subgenus 8etoidium 

(完全世代属: Cystothecα) 

2 菌糸体 は 内部寄生性で， 気孔か ら 侵入 し ， 葉肉細胞 に

吸器 を形成 す る 。 分生子柄 は通常気孔 を 通 し て 内生菌糸

か ら 生 じ ， ま れ に表生菌糸 か ら も 生 じ る 。 第 l 分生子 と

第 2 以下の分生子 と は形態が異 な る 。 分生子 は単生
..............Oidiopsis 

(完全世代属: Leveillulα) 

3 菌糸体 は半 内部寄生性で， 気孔か ら 侵入 し ， 葉肉細胞

に 吸器 を 形成 す る 。 分生子柄 は 表生菌糸 か ら 生 じ る 。 分

生子 は単生 し， 通常長 い洋ナ シ形 . . . .・ H ・'Ovulαriopsis

(完全世代属: Phyllactinia) 

4 菌糸体 は半内部寄生性で， 気孔か ら 侵入 し， 葉肉細胞

に 吸器 を形成す る 。 分生子柄 は表生菌糸か ら 生 じ ， 基部

がね じ れ る 。 分生子 は単生 … . . . . .・H・ . . . 8treptopodium 

(完全世代属: Pleochaetα) 

お わ り に

新 し い分類体系 に よ り う ど ん こ病菌の分類 に 全く 問題

点がなく な っ た わ け で は な い。 む し ろ ， 新 た に 生 じ た 問

題点 も い く つ か あ る 。

新 し い Erysiphe 属 は ， か つ て の Eηsかむ属 Eη'siphe

節. Unci nula 属 お よ び Microsþhaera 属 を 包 含 し ， 他

属 に 比 べ 著 し く 大 き な 属 とな っ て い る 。 BRAUN and 

TAKAMATSU (2000) は 新 Eη'siPhe 属 の 下 に. EηsiPhe

節. Unci nula 節 お よ び Microsphaera 節 の 三 つ の 節 を

設 け ， 従来の各属菌 を そ れ ぞ れ の 節 に 属 さ し め た 。 U n.

ci nula 節 と Micro 再phaera 節 は 系統 的 に 二 つ に 区分 け で

き る が. Erysiphe 節 に は 系統的 に U nci nula 節 に 属 す る

も の と Microsphaera 節 に 属 す る も の と が あ り ， こ の 節

の 分 類 は 系 統 を 反 映 し て い な い。 U nci nu la節 と Mi .

crosþhaera 節 の 聞 に は 不完全世代 の 形 態 で も 違 い が認

め ら れ る の で， 今後， こ の二 つ の 節 を そ れぞ れ属 と し て

独立 さ せ. ErysiPhe 節 の 菌 を 系 統 に 従 っ て そ れ ぞ れ の

節 に 属 さ し め る こ と が必 要 で は な い か。

Tyjぅhulochaeta 属 お よ び Brasiliomyces 属 は 完 全世 代

の形態 に 明瞭な特徴 を 有 す る た め ， 今回改変 さ れてい な

いが， 系統的 に は 明 ら か に U nci nula の 系統群 に包含 さ

れ る 。 し た が っ て ， あ く ま で も 系統関係 に そ っ た 分類 を

行 う の で あ れ ば. Tyjりhulochaeta と Brasil iomyces の 両

属 は Erysiphe 属 と す べ き で あ ろ う 。
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[付表:うどんこ病菌学名の新旧対照表]

1 .  Erysiphe 属 ( 2 ) Microsphaera 節

( 1 )  Erys伊he 節 Erys伊he αbeliicola U. ßRAUN & S. TAKAMATSU 旧名 : Mi. 

Erysiphe rodgersiαe (NOMURA) U. ßRAUN I日:名: Setoelysiphe croゅhaera abeliae HOMMA 宿主 : ツ ク パネ ウ ツ ギ

rodgers匂e Y. NOMURA 宿主 : ヤ グルマ ソ ウ Erysiphe αkebiae (SAWADA) U. ßRAUN & S. TAKAMATSU旧

一一 5



234 植 物 防 疫 第 56 巻 第 6 号 (2002 年)

名: Microゅhaera akebiae SAWADA 宿主 : ア ケ ビ

Erysiphe alphitoides (GRIFFON & MAUBL.)  U.  BRAUN & S. 

TAKAMATSU旧名: Microsphaera alphitoides GRIFFON & MAUllL.宿

主 : ク ヌ ギ， ミ ズ ナ ラ ， ウ パ メ ガ シ， コ ナ ラ

Erysiphe田tragali DC.， Fl.  Fr. 6 : 105 (1815) .旧名 : Micros. 

phaera astragali (DC.l TREVIS. : 宿主 : モ メ ン ズ ル

Erysiphe baeumleri (MAGNUS) U .  BRAUN & S .  TAKAMA閣ul日

名: Micro.ゆhaera baeumleri MAGNUS 宿主 : ツ ル フジ パ カ マ， ク サ
フジ ， ヨ ツ パハ ギ

Erysiphe berberidicola (F. L. TAl) U. BRAUN & S .  

TAKAMATSU旧名: Microゆhaera berberidicola F. L. T AI 宿主 : ホ
ソ パ ヒ イ ラ ギ ナ ン テ ン

Erysiphe berberidis var. asiaticα (U. BRAUN) U.  BRAUN & 

S. TAKAMATSU旧名: Micro.ゆhaera berberidis va r. asialica U. 
BRAUN 宿主 : ヒ ロ ハ へ ピ ノ ポ ラ ズ， メ ギ

Erysiphe berchemiae (SAWADA) U. BRAUN & S. TAKAMA叩U

旧名: Microゅhara berchemiae SAWADA 宿主 : ク マ ヤ ナ ギ

Erysiphe blasti (F. L. TAl) U .  BRAUN & S .  TAKAMA官官U旧名:

Microゆhaera blasti F. 1. T Al 宿主 : ク ロ モジ ， ア プ ラ チ ャ ン

ErY8iphe calocladophora (G. F. ATK.) U. BRAUN & S. 

TAKAMATSU旧名: Micro.ゅhaera calocladophora G. F. ATK. 宿主 :

Querc附alba 1. 
Erysiphe clethrae (U. BRAUN) U. BRAUN & S. TAKA&IA四ul日

名: Microspha肝a clethrae U. BRAUN 宿主 : リ ョ ウ プ

Erysiphe coriariae (Y. NOMURA) U. BRAUN & S. TAKAMATSU 

旧名: Micro.砂haera co，匂riae Y. NOMURA 宿主 : ド ク ウ ツ ギ

Erysiphe corylicola U .  BRAUN & S. TAKAMATSU 1日名: Mi. 

cro.ゆhaera coηli HOMMA 宿主 : ハ シパ ミ ， ツ ノ ハ シ パ ミ

Erysiphe deutziae (BUNKINA) U.  BRAUN & S. TAKAMA官官ul日

名: Micro.ゅhaera deutziae BUNKINA 宿主 : ウ ツ ギ

Erysiphe erlangshanensis (Y. N. Yu) U.  BRAUN & S. 

TAKAMATSU旧名: Micro.ゅhael官erla得shane側is Y. N.  Yu 宿主 :

ミ ヤ マ ウ グ イ ス カ グ ラ

Erysiphe friesii var. dahurica (U. BRAUN) U. BRAUN & S. 

TAKAMATSU旧名: Micro.ゆhaera friesii var. dahurica U. BRAUN 宿

主 : ク ロ ウ メ モ ド キ

Erysiphe helwingiae (SAWADA) U.  BRAUN & S. TAKAMATSU 

旧名: Microゅhaera helwingiae SAWADA 宿主 : ハ ナ イ カ ダ

Erysiphe corylacearum U.  BRAUN & S. TAKAMA官官ul日名:

Micro.ゅhaera hommae U. BRAUN 宿主 : ツ ノ ハ シパ ミ

Erysiphe itoana (Y. NOMURA， S. TANDA & U.  BRAUN) U. 

BRAUN & S. TAKAMA官官U旧名: Micro.ゆhaera itoana Y. NOMURA， 

S. T ANDA & U. BRAUN 宿主 : オ ケ ラ

Erysiphe izue悶 お (Y. NOMURA) U. BRAUN & S. TAKAMA閣U

旧名: MicrosPhaera izuensis Y. NOMURA 宿主 : モ チ ツ ツ ジ ， オ オ

ム ラ サ キ

Erys伊he juglandis (GoωVIN) U .  BRAUN & S. TAKAMATSU 1日

名: Microsphaera juglandis GOLOVIN 宿主 : オ ニ グル ミ ， テ ウ チ グ
ル ミ ， サ ワ グ ル ミ

Erysiphe katumotoi (U. BRAUN) U.  BRAUN & S. TAKAMA時U

旧名: Microゅhaera katumotoi U. BRAUN 宿主 : イ ボ タ ノ キ ， オ オ
ノ f イ ポ タ

Erysiphe ligU8tri (HOMMA) U. BRAUN & S. TAKAMATSU旧名

: Microsphaera ligustri ・ HOMMA 宿主 : オ オ パイ ボ タ

Erysiphe lonicerae DC.， Fl. Fr. 6 : 107 (18 15) .旧名 : Micros. 

ρhaera lonicerae (DC.l G. WINTER 宿主 : ス イ カ ズ ラ

ErY8iphe magnifica (U. BRAUN) U .  BRAUN & S. TAKAMATSU 

旧名: Microsphaera magnifica U. BRAUN 宿主 : コブ シ ， モ ク レ ン

Erysiphe magnoliae (SAWADA) U. BRAUN & S. TAKAMATSU 1日

名: Micro.砂haera magnoliae SAWADA 宿主 : ホ オ ノ キ

Eヤys旬he mayumi (Y. NOAlURA) U .  BRAUN & S. TAKAMA四U

旧名: Micro.ゅhaera mayumi Y. NOMURA 宿主 : マ ユ ミ

ErY8iphe melio8mae (S. TANDA & Y. NOMURA) U. BRAUN & 

S. TAKAMA官官U旧名: Microsphaera meliosmae S. T ANDA & Y .  

NOMURA 宿主 : ア ワ プ キ

Erysiphe menispermi var. dahurica (U. BRAUN & Y.  

NOMURA) U .  BRAUN & S.  TAKAMA四U旧 名: MicrosPhaera 

menz・ゆemi var. dahurica U. BRAUN & Y. NOMUl!A 宿主 : モ ウ モ リ

カ ズ ラ

ErY8iphe menispermi var. sinomenii (Y. N. Yu) U .  

BRAUN & S. TAKAMA官官U旧名: Microゅhaera menispermi var. 

sinomenii (Y. N. Yu) U. BRAUN 宿主 : ツヅ ラ フジ

ErY8iphe miurae (U.  BRAUN) U. BRAUN & S. TAKAMA官官U旧

名: Microsphaera miurae U. BRAUN 宿 主 : チ シ マ ヒ ョ ウ タ ン ボ

ク ， キ ン ギ ン ポ ク

ErY8iphe miyabeana (U. BRAUN) U .  BRAUN & S. TAKAMATSU 

旧名: Microゅhaera聞か'abeana U. BRAUN 宿主 : エ ゴ ノ キ

Erysiphe multappendicis (Z. Y. ZHAO & Y. N. Yu) U.  

BRAUN & S. TAKAMATSU旧名: Microゅhaera multappendicis Z. Y 

ZHAO& Y. N. Yu 宿主 : ヒ ロ ハ へ ピ ノ ポ ラ ズ

Erysiphe orixae (U. BRAUN & S. TANDA) U.  BRAUN & S. 

TAKAMA官官U旧名: Microゅhaera orixae U. BRAUN & S. TANDA 宿

主 : コ ク サ ギ

ErY8iphe phyllanthi (S. TANDA & U .  BRAUN) U .  BRAUN & S. 

TAKAMATSU旧名: Micro.ゆhaera phyllanthi S. TANDA & U. BRAUN 
宿主 : コ パ ン ノ キ

ErY8iphe pseudolonicerae (E. S. SALMON) U. BRAUN & S. 

TAKAMATSU旧名: Microゆhaera pseudolonicerae (E. S. SALMON) 

S. BLUMER 宿主 : ア オ ツヅ ラ フジ

Erysiphe penicillata (W ALLR.) LINK， 旧名 : Microゅhaera

penicillata (WALLR. : Fr.l Lé v. 宿主 : ケ ヤ マ ハ ン ノ キ ， ミ ヤ マ ハ

ン ノ キ ， ヒ メ ヤ シ ャ プ シ

Erysiphe picrasmae (SAWADA) U .  BRAUN & S .  TAKAMATSU旧

名: Micro.ゅhaera ρiC11師叩'e SAWADA 宿主 : ニ ガ キ

Erysiphe pulchra (COOKE & PECK) U .  BRAUN & S .  

TAKAMA'笥U旧 名: Micro.ゅhaera pulchra COOKE & PECK 宿 主 : ヤ

マ ボ ウ シ ， ミ ズ キ ， ア メ リ カ ヤ マ ボ ウ シ

Erysiphe robiniicola U. BRAUN & S. TAKAMATSU旧名: Mi. 

croゆhaera robiniae F . 1. TAI 宿主 : ハ リ エ ンジ ュ

Erysiphe rU88ellii (CLINTON) U. BRAUN & S. TAKAMATSU旧名

: Microsphaera russellii CLlNTON 宿主 : カ タ パ ミ

Erysiphe schizandrae (SAWADA) U .  BRAUN & S. TAKAMATSU 

旧名: Micro.ゆhaera schizandrae SAWADA 宿主: マッ プサ

Erysiphe viburni DUBY旧名: Micro.ゆhaera sρa四a HOWE : 宿
主 : ガマ ズ ミ ， コ パ ノ ガ マ ズ ミ ， ミ ヤ マ ガ マ ズ ミ

Erysiphe staphyleae (SAWADA) U. BRAUN & S. TAKAMA四U

旧名: Microゆhaera staPhyleae SAWADA 宿主 : ミ ツ パ ウ ツ ギ

Erysiphe syringae-japonicae (U. BRAUN) U.  BRAUN & S. 

TAKAMATSU旧名: Micro砂haera syri・9悠即ーjapo削ω'e U. BRAUN 宿

主 : ハ シ ド イ ， ム ラ サ キ ハ シ ド イ

Erysiphe tiliae (ELlADE) U. BRAUN & S. TAKAMA四U旧名:

Microゆhaera tiliae ELlADE 宿主 オ オ パ ボ ダ イジ ュ
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ErY8iphe trifolii GREV. 旧名 : Micro.ゅhaera trifolii (GREV.) 

U. BRAUN 宿主 : ム ラ サ キ ツ メ ク サ

ErY8iphe l坦nbruntiana var. 8ambuci-racemo8ae (U. 

BRAUN) U. BRAUN & S. TAKAMA時U 旧 名 : Microゅhaera van. 

bruntiana var. sambuci- racemosae U. BRAUN 宿主 : ニ ワ ト コ ， オ
オ ニ ワ ト コ ， エ ゾニ ワ ト コ

ErY8iphe 即allrothii (U. BRAUN & S. TANDA) U. BRAUN & S. 

TAKAMA四U 旧名 : Micro，ゆhaera wallrothii U. BRAUN & S. TANDA 

宿主 : ゥ ス ノ キ ， オ オ パ ス ノ キ

ErY8iphe weigelae-decorae U. BRAUN & S. TAKAMAT冒U 旧名

: Microゅ，haera weigelae Y. NOMURAE & S. TANDA 宿主 : ニ シ キ ウ

ツ ギ

ErY8iphe yamadai (E. S. SALMON) U .  BRAUN & S. 

TAKAMATSU 旧名 : Microゅhaera yamadai (E. S. SALMON) Syd. 宿
主 : ケ ン ポ ナ シ

( 3 ) Uncinula 節

Erysiphe actinidiae (MIYABE ex JACZ.) U. BRAUN & S. 

TAKAMAT官U 旧名 Uncinula actinidiae MIVABE ex JACZ. 宿主 : サ
ル ナ シ ， マ タ タ ピ

ErY8iphe actinidiae var. αrgutae (Y. NOMURA) U. BRAUN & 

S. TAKAMATSU 旧名 : Uncinula actinidiae var. argutae Y. NOMURA 

宿主 : サ ル ナ シ， マ タ タ ピ

ErY8iphe adunca (W ALLR.) Fr. 1日名 Uncinula adunca 

(W ALLR. : Fr.) Lêv 宿主 : パ ッ コ ヤ ナ ギ

ErY8iphe adunca var. mand旨hurica (MIURA) U .  BRAUN & S. 

TAKAMATSU 旧名 : Uncinula adunca (W ALLR. : Fr.) L邑v. var. 

mandshurica (Miura) ZHENG & CHEN 宿主 : ド ロ ヤ ナ ギ， ヤ マ ナ ラ
シ， イ ヌ コ リ ヤ ナ ギ

ErY8iphe amanoi (Y. NOMURA) U .  BRAUN & S. TAKAMA官官U 旧

名 : Uncinula amanoi Y. N OMURA 宿主 : ヒ メ ヤ シ ャ プ シ

ErY8iphe aU8 tra liana (McALPINE) U. BRAUN & S. 

TAKAMA時U 旧名 : Uncinuliella australiana (McALPINE) ZHENG & 

CHEN 宿主 : サ ル ス ベ リ

Erysiphe betulina U. BRAUN & S. TAKAMATSU 旧名 : Un. 

cinula betulae HOMMA 宿主 : ダケ カ ンパ， ア カ カ ンパ， ヨ グ ソ ミ ネ
パ リ ， シ ラ カ ン パ 白， ウ ダイ カ ンノ 苛

ErY8iphe bifurcata (HOMMA) U .  BRAUN & S. TAKAMA時U 旧

名 : Unci棚la b抑rcata HOMMA 宿主 : コ ナ ラ

ErY8iphe buckleyae (Y. NOMURA & S. TANDA) U. BRAUN & 

S. TAKAMA時U 旧名 : Unci・nula buckleyae Y. NOMURA & S. TANDA 

宿主 : ツ ク パ ネ

ErY8iphe carpinicola (HARA) U. BRAUN & S. TAKAMA時u l 日

名 : Uncinula carpinicola (HARA) HARA 宿主 : ク マ シ デ， ア カ シ

デ， イ ヌ シ デ

ErY8iphe cedrelae (F. L. TAI) U. BRAUN & S. TAKAMATSU 旧

名 : Uncinula cedrelae F. L. TAI 宿主 : チ ャ ン チ ン

ErY8iphe clandeBtina BIV.， 1 日 名 : Uncinula clandesti附

(BIV.)  J. SCHR凸T. : 宿主 : ハ ル ニ レ， ア キ ニ レ， オ ヒ ョ ウ

ErYBiphe clintoniop8iB (R.  Y.  ZHENG & G.Q. CH EN) U. 
BRAUN & S. TAKAMA官官U 旧 名 : Uncinula clintoniopsis R. Y. 
ZHENG & G. Q. CHEN 宿主 : ア オ ギ リ

ErY8iphe curviBpora (HARA) U. BRAUN & S. TAKAMATSU 旧名

: Uncinula curvisþora ( HARA) HARA， 宿主 : イ ヌ プナ

ErY8iphe fraxinicola U. BRAUN & S. TAKAMA四U 旧名 : Un. 

cinula fraxini MIVABE 宿主 : ト ネ リ コ ， ア オ ダモ ， ヤ マ ト ア オ ダモ ，
ヤ チ ダモ

Erysiphe hydrangeαe (Z. X. CHt:N & R. X. GAO) U. BRAUN & 

S. TAKAMATSU 旧名 : Uncinula hydrangeae Z. X. CHEN & R. X. 
GAO 宿主 : ノ リ ウ ツ ギ

Erysiphe k畑αnoi (Syd.) U. BRAUN & S. TAKAMA時U 旧 名 :

Uncinula kusanoi Syd. 宿主 : エ ノ キ

Erysiphe kusanoi var. aphananthe8 (U. BRAUN) U. 

BRAUN & S. T AKAMA官官U 旧 名 Un cin u la kusa n o i  v a r .  

aþhananth溺 U. BRAUN 宿主 : ム ク ノ キ

Erysiphe kusanoi var. zelkowae (H ENN.) U. BRAUN & S. 

TAKAMA時U 旧名 : Uncinula kusanoi var. zelkowae (HENN . )  U.  

BRAUN 宿主 : ケ ヤ キ

ErYBiphe lata (Y. NOMURA & S. TANDA) U .  BRAUN & S. 

TAKAMAT冒U 旧名 : Uncinula lata Y. N OMURA & S. T ANDA 宿主 :

ニ シ キ ウ ツ ギ

Erysiphe Ijubar8kii (GoωVIN) U. BRAUN & S. TAKAMA官官u l日

名 : Uncinula ljuba悶kii G�;BELlN 宿主 : イ ロ ハ モ ミ ジ， ヤ マ モ ミ ジ

ErYBiphe Ijubar8kii var. aduncoides (R. Y. ZH ENG & G. Q. 
CH EN) U. BRAUN & S. TAKAMA官官U 旧 名 : U，抑cinula ljubarskii var. 

aduncoides (R. Y.  ZIIENG & G. Q. CI IEN)  R. Y.  ZHENG & G.Q. CHEN 

宿主 : オ オ イ タ ヤ メ イ ゲ ツ

Erysiphe mori (MIYAKE) U. BRAUN & S. TAKAMA四U 旧 名 :

Unαinula mori Mlv AKE 宿主 : ヤ マ グ ワ ， ケ グ ワ

ErY8iphe matsunamiana (Y. NOMURA， S. TANDA & U. 

BRAUN) U. BRAUN & S. TAKA�IA首U 旧 名 Uncinula mat. 

sunamiana Y. NOMURA， S.  TANDA & U.  BRAUN 宿主 : ヤ マ ハ ゼ

Erysiphe miyabei (E. S. SALMON) U. BRAUN & S. TAKAMATSU 

旧名 : Uncinula miyabei (E. S. SALMON ) SACC. & SVD. 宿主 : ミ ヤ
マ カ ワ ラ ハ ン ノ キ ， ヤ シ ャ プ シ ， ケ ヤ マ ハ ン ノ キ

ErYBiphe niBhidana (HOMMA) U. BRAUN & S. TAKAMA官官u l日

名 Uncinula nishidana HOMMA 宿主 : ア オ ギ リ

ErYBiphe necator (SCHW EIN.) 日 名 Uncinula necator 

(ScHWEIN . )  Burri l l 宿主 : プ ド ウ

Erysiphe oleoBa (R. Y. ZH ENG & G. Q. CH EN) U. BRAUN & S. 

TAKAMA官官U 旧名 : Uncinula oleosa R. Y. ZHENG & G. Q. CHEN 宿

主 : シ ナ ノ キ

Erysiphe oleosa var. zhengii (U. BRAUN) U. BRAUN & S. 

TAKAMA時U 旧名 Uncinula oleosa var. zhengii U. BRAUN 宿主 :
オ オ パ ボ ダ イ ジ ュ

Erysiphe picr，田micola U. BRAUN & S. TAKAMA'官官U 旧名 :

Uncinula picrasmae HOMMA 宿主 : ニ ガ キ

Erysiphe pseudocarpinicol，α (Y. NOMURA & S. TANDA) U.  

BRAUN & S .  TAKAMATSU 旧名 : Uncinula pseudocaゅinicola Y.  

NOMURA & S. T ANDA 宿主 : サ ワ シ パ

ErY8iphe 8almonii (Syd.) U. BRAUN & S. TAKAMA官官U 旧 名 :

Unα・nula salmonii Syd 宿主 : ト ネ リ コ ， ア オ ダモ ， ヤ チ ダモ ， ミ
ヤ マ ア オ ダモ ， マ ルパ ア オ ダモ ， ア ラ ゲ ア オ ダモ

ErY8iphe 8chizophragmatiB (S. TANDA & Y. NOMURA) U. 

BRAUN & S. TAKAMATSU 1 日 名 Uncinula schizophrag1加tis S. 

TANDA & Y. NOMURA 宿主 : イ ワ ガ ラ ミ

Erysiphe sengokui (E. S. SALMON) U. BRAUN & S. 

TAKAMATSU 旧名 Uncinula seη'gokui E. S. SALMON 宿主 : ツ ル ウ

メ モ ド キ ， イ ネ ツ ル ウ メ モ ド キ

ErYBiphe 8eptata (E. S. SALMON) U. BRAUN & S. TAKAMATSU 

旧名 : Uncinula septata E.S. SALMON 宿主 : コ ナ ラ ， カ シ ワ

ErY8iphe 8imulans (E. S. SALMON) U. BRAUN & S. 

TAKAMA四U 旧名 Uncinuliella simulans (E. S. SALMON) ZHEN 
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CHEN 宿主 : ノ イ バ ラ

Erysiphe simulans var. tαnd，αe (U.  BRAUN)  U. BRAlIN & 8. 

TA匝AMATSlI 旧名 Uncinuliella simulans var. landae U. BllAlIN 宿

主 : ノ イ バ ラ

Erysiphe togashiαnα (U.  BRAllN )  U. BRAUN & 8. TAKAMATSlI 

旧名 Uncinula togashiana U. BRAUN 宿主 : ハ タ ウ ン ボ ク

Erysiphe togαshiαnα var. rigida (U.  BRAlIN  & 8. TANIlA) U. 

BRAUN & 8. TAI(AMATSlI I日名 : Uncinula tog，品hiana var. rigida 

U. BRAUN & T ANDA 宿主 . オ オ パ ア サ ガ ラ

Erysiphe vernicifer，αe (HENN.)  U. BRAUN & 8 .  TAKAMATSlI l日

名 Uncinula verniclferae I-IENN 宿主 : ツ タ ウ ル シ， ヌ ル デ， ハ
ゼ， ヤ マ ハ ゼ， ヤ マ ウ ル シ， ウ ル シ

Erysiphe viburnicola U .  BRAUN & 8 .  TAKAMATSlI 旧名 ・ Un.

cinula vibumi Y. NmlllHA， S. TAN IlA & U. BRAUN 宿主 ・ ガマ ズ
ミ ， コ パ ノ ガ マ ズ ミ

2 .  Golovinomyces 属

Golovinomyces adenophorae (ZHENG & CHEN) GEW lITA 1 13名

: Erysiphe adeno戸horae 211ENG & CI IEN 宿主 : ツ リ ガ ネ ニ ン ジ ン ，

ソ ノ f ナ

Golovinomyces αrtemisiαe (GREV . )  GEWU'l'A 旧名 : ElysijJhe 

arlemisiae GREV目 宿主 : ヨ モ ギ， オ オ ヨ モ ギ， オ ト コ ヨ モ ギ

Golovinomyces cichorαcearun (DC.)  GEWUTA 旧名 : Eη'SI.

ρhe cichoracerum DC. 宿主 : キ ク 科， ナ ス 科， 他多数

Golovinomyces laporteαe (U.  BRAUN) GEWUTA I日名 : Elysi

ρhe laporleae U. BIIAUN 宿主 : ム カ ゴ イ ラ ク サ

Golovinomyces sordidus (JlINELIJ GEWUTA I日名 : Eり'siphe
soγdida JUNELL 宿主 : オ オ ノ f コ

3 .  Neoerysiphe 属

Neoerysiphe cumminsianα (U.  BRAUN) U. BRAUN 旧名 :

Eη，'5ψhe 正umminsiana U. BRAUN 宿主 : モ ミ ジ カψサ， テ パ コ モ ミ ジ

ガサ， メ タ カ ラ コ ウ

Neoerysiphe gαleopsidis (DC.)  U. BRAlIN I日名 : Eηsiphe

galeopsidis DC. 宿主 : ジ ャ コ ウ ソ ウ ， オ ド リ コ ソ ウ ， ヤ マ ハ ッ カ ，
ヒ キ オ コ シ， カ メ ノ マ ヒ キ オ コ シ ， ク ロ ノ f ナ ヒ キ オ コ シ， イ ヌ ゴ マ

Neoerysiphe geranii (Y. NOMU RA) U. BRAUN 旧名 : Eη瓜iphe

geranii Y. NOMURA 宿主 : チ シ マ フ ウ ロ ， イ チ ゲ フ ウ ロ ， ゲ ン ノ シ

ョ ウ コ ， エ ゾ フ ウ ロ ， ハ ク サ ン プ ウ ロ

4 .  Podosphaera 属

Podosphaera α:phαnお (WALLR.)  U. BRAUN & 8. TAKAMATSII 

旧名 : S，ρhaerotheca aphanis (W ALLR.l U. BRAUN 宿主 : イ チ ゴ，

キ ン ミ ズ ヒ キ

Podosphαerα αphαnis var. hyαlinα (U.  BRAUN) U.  BUAlIN  & 

8. TAKAMATSlJ IEI名 : Sphaerotheca aPhanis var. hyalina U. BllAUN 

宿主 : キ ジ ム シ ロ ， キ ン シパ イ

Podosphαer，α astilbicolα (Z. Y. ZHAO) U.  BUAUN & 8. 

TAKAMATSlJ 旧名 : Sphaerolheca astilbicola (2. Y. 21 1AO) U. Blü\UN 
宿主 : ア カ シ ョ ウ マ ， ト リ ア シ シ ョ ウ マ

Podosphαerα balsaminαe (Kari ex U .  BRAUN) U .  BUAUN & 

8. TAKAMATSU 旧名 : Sphaerotheca balsaminae Kari ex U. BRAlJN 

宿主 : ホ ウ セ ン カ ， キ ツ リ フ ネ ， ツ リ フ ネ ソ ウ

ホ ウ セ ン カ i二の 菌 は キ ュ ウ リ 菌 と の聞 に 相互感染性があ る の で，

本菌の所属 は 嬰検討.
Podosphαera cαllicarpae (8. TANDA & Y. NOMlJUA) U. 

BRAUN & 8. TAKAMATSU 旧 名 : Sphaerotheca callicaゆae S. 
TANDA & Y. NOMURA 宿主 : ム ラ サ キ シ キ プ

Podosphαerα cαricαe-papαHαe (8. TANDA & U. BRAlJN)  U. 

BRAUN & 8. TAKAMATSll 旧名 : Sphaerolheca caricae-papayae S. 

TANIlA & U. BRAUN 宿主 : パ パ イ ア

Podosphαera diclipterae (Y.  NOMURA) U. BHAUN & 8. 

TAKAMATSU I日 名 : Sphaerotheca diclipterae Y. NoおIlJRA 宿 主 : ハ

グ ロ ソ ウ

Podosphαera epilobii (W ALLR.l U .  BRAUN & 8. TAKAMATSU 

旧名 : Sphae叩theca epilobii (W ALLR.) SACじ. 宿主 : ア カ パナ

Podosphαerα euphorbiαe- helioscopiαe (8.  TANDA & Y .  

NOMURA) U.  BUAlJN & 8. TAKAMATSlJ 旧 名 : Sphaerolheca eゆhoγ

biae-heliosco戸iae S. TANDA & Y. NOMURA 宿主 : ト ウ ダ イ グサ

Pοdosphαerα euphorbiαe-hirtαe (U.  BRAlJN & 8. 80MANI) 

U. BRAlJN & 8. TAKAMATSU 旧名 : 5;戸haemlheca euPh01'biae - hir. 

tae U. BRAUN & S. SOMANI 宿主 : エ ノ キ グサ

Podosphαera ferrugineα (8CHLTDL. : Fr.l U. BUAUN & 8. 

TAKAMATSU 旧名 : s戸haerolheca ferntgin四 (SCI I LT口L. : Fr.) L. 
Jur、IELL 宿主 : ワ レ モ コ ウ ， エ ゾ ワ レ モ コ ウ ， ナ ガパ ノ ワ レ モ コ ウ ，
ヤ マ プ ク シ ョ ウ マ ， エ ゾヤ マ プ キ シ ョ ウ マ

Podosphαerα ferrugineα var. αlbiflorαe (Y.  NOMUUA) U .  

BRAUN & 8. TAI(AMATSII I日 名 : Sphaerotheca ferntginea var 

albiflorae Y.  NOMUllA 宿主 : シ ロ ノ fナ ト ウ チ ク ソ ウ

Podosphαer，α fugαX (PENZ. & 8ACC . )  U .  BRAUN & 8 .  

TAKAMATSU 旧名 : Sþhaerotheca fugax PENZ. & SACC 宿主 : ゲ ン ノ
シ ョ ウ コ

Podosphαera fusca (Fr.) U.  BRAUN & N. 8HISHKOFF 旧 名 :

Sþhaerotheca fusca (Fr.) S. BIUMER 宿主 : ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ， タ
ン ポ ポ類， キ ラ ン ソ ウ ， ヤ プ タ バ コ ， シ オ ン， ノ コ ン ギ ク ， ユ ウ ガ

ギ ク 等

BRAUN et a l .  (200 1 ) は子の う 先端部の逸出 口 (oculus) の直径

に よ っ て ， 従来の Podosþhaera (Sphaerotheca) fusca を 2 種 に 分割

し， 逸出 口 の 小 さ い も の (直径 1O�20μm， 平均 15μm} を Podos.

ρhaera ルsca， 大 き い も の (直径 15�30μ山 平均 20μm) を Podos.

ρhaera xanthii と し た . こ の 区分 は分子系統学的 に も 支持 さ れ，

HI RATA et al .  (2000) の Fig. l に お け る グ ル ー プ l と 2 が Podos

ρhaera fi附ca， グ ル ー プ 3 が PodosPhaera xanlhii に 当 た る . グ ル ー

プ 2 の逸出 口 は グ ル ー プ l と 3 の 中 間 で あ る が ( BRAUN : personal 

communication) ， グル ー プ l と 2 の形態 的 区分 け が判然 と し な い

た め と り あ え ず同種 と し て 扱 っ た .

Podosphαera sibiricα ( U .  BRAlJ N )  U .  B RAlJN & 8 .  

TAKAMATSU 旧名 : Sphaerotheca ルl忽inea var. sibirica U .  BRAUN 
宿主 : ク ガ イ ソ ウ ， コ シ オ ガ マ

Podosphαer，α intermediα (U.  BRAUN)  U. BRAlJN & 8. 

TAKAMATSU 旧名 : めhaerotheca inlermedia U. BRAUN 宿主 : ク サ
ギ

Podosphαerα mors- uvαe (8CHWEIN . )  U .  BRAlJN & 8 .  

TAKAMATSU I日名 : Sþhaerotheca mors- uvae (SCIIWEI N . )  BERK. & 
M. A. CURTIS 宿主 : マ ル ス グ リ

Podosphαera pannosa (WALLR. : Fr.) de BARY 旧 名 :

Sphaerotheca μnnosa (WALIλ : Fr.l Lev. : 宿主 : ノ f ラ ， ノ イ パ
ブ

Podosphaera phaseoli (Z. Y .  ZHAO) U. BRAUN & 8.  

TAKAMATSlJ 旧名 : 5，戸haerotheca ρh回eoli (2 .  Y. 2HAO) U. BRAUN 

宿主 : ア ズ キ ， ヤ プツ ル ア ズ キ

Podosphαer，α pseudofuscα (U.  BRAlJ N )  U. BnAlJN & 8. 

TAKAMATSlJ 旧名 : S，戸hae叩theca ps，四dofitsca U. BRAUN 宿 主 ク ワ
ク サ

Podosphαer，α spαR宵a ( U .  BnAuN)  U .  BRAlJ N  & 8. TAKAMATSU 
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旧名 : SpJ.国erotheca sparsa U. BRAUN 宿主 : オ オ カ モ メ ズル， ガ ガ

う ど んこ病菌の分子系統 と 新 し い 分類体系 237 
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Podosphaera spiraeae (SAWADA) U .  BRAUN & S. TAKAMA咽U

旧名 : Sphaerotheca ゆiraeae SAWADA Sphaerolheca filiPendulae Z. 

Y. ZHAO 宿主 : シ ジ ミ パ ナ ， ユ キ ヤ ナ ギ， オ ニ シ モ ツ ケ

Podosphaera stephanandrae (JACZ . )  U .  BRAUN & S. 

TAKAMATSU 旧名 : Sphaerolheca stePhanandrae JAじZ. 宿主 : コ ゴ メ

子炉ojoojoojoojo<>!咋ojoojoojo。告。ojoojoojoojoojoojo喝事

i 新 農 薬 紹 介 ;
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「殺虫剤」
フ ッ 化 ス ル フ リ ル 〈 ん 薬剤 04 . 4 . 1 )
フ ッ 化 ス ル フ リ ル は ， ダ ウ ・ ア グ ロ サ イ エ ン ス 社 に よ

り 開発 さ れ た 木材検疫用 の く ん 蒸 剤 で あ る 。 作 用 機 作
は， 昆虫 に取 り 込 ま れた フ ッ 化 ス ル フ リ ルが代謝 さ れ，
生成 し た フ ッ 素が代謝反応系 の補酵素 と 競合 し て エ ネ ル
ギ 一 生成 を 抑制， 昆 虫 は 死 に 至 る と 考 え ら れ て い る 。

商品名 : パ イ ケ ー ン
成 分 ・ 性状 : 製 剤 は ， フ ッ 化 ス ル フ リ ル を 99 . 0% 含

む無色気体であ る 。 純品 は無色気体で， 比重 (250C) は
1 . 32 g/ cm3， 融 点 は 一 136 . rc， 沸 点 一 55 . 20C， 蒸 気 圧
は 1 . 788 X 1 0 6  P a  ( 2 50C) ， 溶 解 度 (g/ [ ) は 水 0 . 7 5
(250C) ， ア セ ト ン 17 . 4 (220C) ， ク ロ ロ ホ ル ム 21 . 2
(220C) で あ る 。 熱 に 対 し て 安 定， た だ し 2600C以上 の
加熱器や 炎 で分解物が発生す る 。 通常 の 条件下で は い か
な る 大気中濃度 で も 引 火 し な い。
(構造式)

Ei

 

OHSHO

 

EI

 適用 病害虫の範囲 お よ び使用方法 : 表ー 1 参照。
①本剤 は木材検疫専用 の 剤 で あ る の で， 木材 の輸出入

に 際 し て 行 う 検疫用 以 外 の 用 途 に は 使用 し で は な ら な

②植物防疫所の指導 を 受 り使用 す る 。
③使用 量 は 原則 と し て ， r適用病害虫 と 使用 方 法」 の

範囲 内 で， r輸入植物検疫規定」 に 従 い ， 適 用 場所 の 条
件， く ん蒸時間， く ん蒸温度 等 に よ り 増減す る 。 投薬時
に は ガ ス が倉庫 ま た は天幕内全体に 拡散す る よ う に 注意
す る 。

ウ ツ ギ

Podosphaera xanthi i  ( C ASTAGN E )  U .  B RAUN & N .  
SHlSH KO.'F = Sphaerotheca cucurbitae (JACZ. )  Z .  Y. ZHAO = めhaer.

otheca ルsca (Fr.l S. BWMER 宿主 : ウ リ 類， ヒ マ ワ リ ， ヒ ャ ク ニ

チ ソ ウ ， フ キ ， ゴ ボ ウ ， ア メ リ カ セ ン ダ ン グサ， キ ン セ ン カ ， ベ ニ

バナ， ア キ ノ ノ ゲ シ， ヤ マ ニ ガ ナ ， ガ ー ベ ラ ， フ ヨ ウ ， ナ ス ， ヤ ブ

ガ ラ シ， エ ノ キ グサ， 他多数

毒性 : (急性毒性) 医薬用外毒物
①医薬用外毒物。 取 り 扱 い に は特 に 注意す る こ と 。 発

生ガ ス は 有毒で あ る の で， 吸 い 込 ま な い よ う に 注意 す る
こ と 。 本剤使用 中 に 中毒症状 を起 こ し た と き は ， 直 ち に
新鮮 な 空気の場所 に 移動 し ， 体 を 緩 め て 安静 に さ せ， 医
師 の手当 を 受 け さ せ る こ と 。 呼吸が弱く な っ た 時 は ， 酸
素吸入又 は人工呼吸 を行 う 。 意識不明の場合や痘聖堂 を 起
こ し て い る 場合 は 絶対 に 液状物 あ る い は催吐剤 を与 え な

②本剤 は 眼 に 入 る と 凍傷 を 起 こ す こ と が あ る の で， 眼
に 入 ら な い よ う 十分注意す る こ と 。 眼 に 入 っ た 場合 に は
直 ち に 5 分以上水洗 し ， 眼科医 の 手 当 を 受 け る こ と 。

③本剤 は 皮膚 に 付着 す る と 凍傷 を起 こ す こ と が あ る の
で， 皮膚 に 付着 し な い よ う 十分注意す る こ と 。 皮膚 に 付
着 し た場合 に は 直 ち に 十分 に 洗 い 流 し ， 医師の 手 当 を 受
け る こ と 。

④く ん蒸及び 開放の際 は送気マ ス ク 又 は 自 給式呼吸器
(酸素 ・ 空気供給式) ， 手袋， 保護衣 を 着用 す る こ と 。 ゴ
ム ・ ナ イ ロ ン製の手袋及び保護衣 は着用 し な い こ と 。 作
業後は直 ち に 体 を 洗 い 流 し ， 洗眼 ・ う が い を す る と と も
に衣服 を 交換す る こ と 。

⑤作業時 に 着用 し て い た 衣服等 は 他 の も の と は分 け て
洗濯 す る こ と 。

⑥く ん蒸中及び 開放中 は付近の見や す い場所 に 「 ガ ス
く ん蒸中 に つ き 立入禁止」 の 危険表示 を し て 作業 に 関係
の な い者が立 ち 入 ら な い よ う 十分注意す る こ と 。

⑦く ん蒸 は指定 さ れた 場所 に 限定 す る こ と 。
⑧く ん蒸 中 は 外部 に ガ ス が漏れ な い よ う に 密閉 す る こ

と 。
⑨火災等 に よ り 本剤が漏出 し た場合 は ， 周 囲 に 縄囲 い

な ど を し て 関係者以外の立 ち 入 り を 禁 止す る こ と 。 処理
に 際 し て は， 送気マ ス ク 文 は 自 給式呼吸器 (酸素 ・ 空気
供給式) ， 手袋， 保護衣 を 着 用 す る こ と 。 ゴ ム ・ ナ イ ロ
ン製の手袋及び保護衣 は 着用 し な い こ と 。

⑩本剤 の使用 に 当 た っ て は ， 高圧 ガ ス 保安法及び労働
安全衛生法 な ど の 関係法令に 従 っ て 取 り 扱 う こ と 。

(魚 毒 性) A 類。 通 常 の 使 用 方 法 で は そ の 該 当 が な
し 当。

表 - 1 フ ッ 化 ス ル フ リ ル く ん蒸剤 ( パイ ケ ー ン )

適用場所 作物名 適用病害虫名 使用量 く ん蒸時間 使用温度 使用方法

カ ミ キ リ ム シ 類 50 g/m' 48 時間
倉庫
天幕 木材 キ ク イ ム シ類 90� 100 g/m' 24 時間

2S.C以上 く ん蒸

本船
マ ツ キ ポ シ ゾ ウ ム シ lOO g/m' 
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